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イ
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ー
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︿
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島
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人
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賞
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広
島
市
立
牛
田
中
学
校

�

光
本　

花
音
さ
ん

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
書
写

︿
広
島
東
法
人
会　

会
長
賞
〉

広
島
市
立
国
泰
寺
中
学
校

�

金
近　

美
莉
奈
さ
ん

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

各
種
表
彰
者

中
本　

修
二　
　

ラ
ン
ド
ビ
ル
㈱

牛
尾　

匡
映　
　

㈱
広
島
銀
行

山
根　

勝
正　
　

広
島
市
信
用
組
合

広
島
東
税
務
署
長
感
謝
状

田
中　

秀
和　
　

�

田
中
電
機
工
業
㈱

国
税
庁
長
官
納
税
表
彰�

10
月
23
日

小
川　

嘉
彦　
　

㈱
い
と
や

広
島
国
税
局
長
納
税
表
彰�

10
月
29
日

第
41
回 

法
人
会
全
国
大
会 

高
知
大
会

　

10
月
16
日
、
高
知
市
の
高
知
県
立
県
民
文
化

ホ
ー
ル
で「
第
41
回
法
人
会
全
国
大
会
高
知
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
広
島
東
法
人
会
か
ら
は
8
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
前
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

華
や
か
な
衣
装
と
手
に
持
っ
た
鳴
子
が
特
徴
的
な

日
本
の
代
表
的
な
お
祭
り
の
一
つ
、
よ
さ
こ
い
発

祥
の
地
・
高
知
で
生
ま
れ
た
よ
さ
こ
い
。「
カ
マ

キ
リ
と
蝶
」
の
前
面
と
背
面
で
が
ら
り
と
違
う
衣

装
を
交
錯
さ
せ
、「
よ
い
さ
、
ほ
い
さ
」
の
か
け

声
で
、
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
部
の
記
念
講
演
が
㈱
都
築
経
営

研
究
所
代
表
取
締
役
・
元
ロ
ー
ソ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

社
長
の
都
築
冨
士
男
氏
に
よ
る「
変
化
の
時
代
の
経
営
、危
機
を
チ
ャ

ン
ス
に
」
と
題
し
て
、
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
、
時
代
の
変

化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
様
々
な
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
仕
組
み
を
作
る
と
同
時
に
、
事
業
機
会
を
発
見
し
参
入

す
る
こ
と
な
ど
、
倒
産
寸
前
だ
っ
た
ロ
ー
ソ
ン
の
再
建
を
踏
ま
え
課

題
解
決
の
事
例
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
江
島
一
彦
国
税
庁
長
官
の
臨
席
を
賜
り
、
大
会
会
長
や
西

森
高
知
県
副
知
事
、
桑
名
高
知
市
長
の
歓
迎
挨
拶
で
始
ま
っ
た
式
典

は
予
定
通
り
進
行
し
、「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回
帰
し
た
経
済
環

境
を
考
慮
し
、
金
融
市
場
の
見
据
え
た
税
・
財
政
運
営
が
欠
か
せ
な

い
と
し
て
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
仕
組
み
作
り
を
!　

金

融
市
場
の
動
揺
を
招
か
な
い
財
政
運
用
を
!　

な
ど
多
く
の
提
言
が

成
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
来
年
度
の
茨
城
大
会
の
P
R
で
締
め
括
ら

れ
ま
し
た
。

�

（
広
報
委
員
　
福
田
寿
文
）

小
川　

洋
右　
　

㈱
千
歳
屋
商
店

内
田　

弘
之　
　

㈱
ナ
ガ
ト

市
原　

洋
三　
　

�

Ｔ
＆
Ｔ
タ
ウ
ン

フ
ァ
ー
マ
㈱

広
島
東
税
務
署
長
納
税
表
彰

税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド

　

11
月
11
日
、
広
島
東
間
税
会
の
主
催

で
、
他
の
税
務
協
力
団
体
と
と
も
に
会

員
12
名
が
消
費
税
の
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
本
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
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三
者
連
絡
協
議
会
の
開
催

支
部
委
員
会
の
開
催

臨
時
総
会
・
理
事
会
の
開
催

　

9
月
29
日
、
広
島
商
工
会
議

所
に
お
い
て
臨
時
総
会
及
び
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
理
事
1
名
・
監

事
1
名
の
選
任
が
審
議
さ
れ
、

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
理
事

会
で
は
、
3
件
の
報
告
事
項
の

説
明
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

4
件
の
審
議
事
項
が
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
報
告
事
項
：
①

今
年
度
事
業
計
画
実
施
状
況
及

び
収
支
状
況
に
つ
い
て
、
②
今
年
度
福
利
厚
生
制

度
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
③
代
表
理
事
・
業
務

執
行
理
事
の
職
務
の
状
況
報
告
に
つ
い
て
、
審
議

事
項
：
①
今
年
度
会
員
増
強
推
進
に
つ
い
て
、
②

今
年
度
研
修
事
業
に
つ
い
て
、
③
今
年
度
地
域
社

会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
、
④
今
年
度
事
業
計
画
の

変
更
（
公
益
事
業
に
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健

康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
追
加
）
に
つ
い
て

　

な
お
、「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
知
事

か
ら
11
月
26
日
付
で
公
益
事
業
に
認
定
す
る
通
知

を
受
け
て
い
ま
す
。

理
事
：�

新
任　

金
子　

文
英
氏　

㈱
中
国
放
送　

退
任　

永
尾　

次
郎
氏　
　

同
右

監
事
：�

新
任　

田
坂　

浩
也
氏　
広
島
市
信
用
組
合

退
任　

山
根　

勝
正
氏　
　

同
右

　

8
月
29
日
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島
に
お
い
て
、

広
島
東
税
務
署
・
中
国
税
理
士
会

広
島
東
支
部
・
取
扱
保
険
会
社
三

社
か
ら
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、
三

者
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

9
月
か
ら
12
月
を
会
員
増
強
月

間
と
し
て
積
極
的
な
会
員
増
強
活

動
に
取
り
組
み
、
協
力
三
社
と
の

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
新
規

会
員
の
増
加
と
福
利
厚
生
制
度
の

加
入
増
加
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
度
の
新
規
加
入
目

標
を
1
8
0
社
と
し
、
支
部
会
の

開
催
や
情
報
連
携
を
通
じ
「
役
員

一
人
一
社
以
上
の
獲
得
」
と
い
う

全
国
的
な
目
標
達
成
に
向
け
た
取

組
等
に
つ
い
て
、
意
識
の
徹
底
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
委
員

会
は
、
10
月

か
ら
11
月
に

か
け
て
11
支

部
で
8
回
開

催
（
う
ち
2

回
は
合
同
開

催
）
さ
れ
ま

し
た
。
会
員

増
強
活
動
、
支
部
の
在
り
方
、
福

利
厚
生
制
度
導
入
企
業
の
拡
大
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
・
情

報
連
携
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月　日 支部名 場所
10月20日 光・駅前支部 とく山

10月23日 中山支部 ひろしま八雲

10月27日 竹屋支部 久里川

10月28日 大州支部 広島大同生命ビル

11月12日 牛田支部 二葉

11月14日 戸坂支部 鉄板居酒屋大ちゃん

11月18日 東部支部 ホテルグランヴィア 
広島サウスゲート

11月25日 新天地・流川・国泰寺支部 えびす坐

10
月
23
日
　

中
山
支
部
委
員
会
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8
月
23
日
、
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス

ウ
イ
ン
グ
広
島
の
河
川
敷
に
て
8
月

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
酷
暑
を

避
け
、
あ
え
て
夕
方
か
ら
の
開
催
と

し
た
こ
と
で
、
日
中
と
は
異
な
る
穏

や
か
な
空
気
の
中
、
参
加
者
同
士
が

自
然
体
で
向
き
合
え
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
36
名
。

　

会
場
で
は
、
A
5
ラ
ン
ク
の
最
上

級
の
お
肉
を
使
用
し
た
B
B
Q
を
囲

み
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
近
況
報
告

は
も
ち
ろ
ん
、
O
B
の
皆
様
か
ら
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
歩
み
に
つ
い
て
伺

う
場
面
も
多
く
見
ら
れ
、
世
代
を
超

え
た
交
流
が
随
所
に
生
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
肩
書
き
を
越
え
た
率
直
な
会

話
が
交
わ
さ
れ
る
様
子
は
、
本
会
の
目
的
で
あ
る
「
異
業
種

交
流
」の
意
義
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
の
終
わ
り
に
、
こ
の
よ
う
な
親
し
み
の
感
じ
ら
れ
る

交
流
の
場
を
持
て
た
こ
と
は
、
単
な
る
親
睦
行
事
に
と
ど

ま
ら
ず
、
今
後
の
活
動
へ
の
良
い
刺
激
に
も
つ
な
が
る
一
日

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

異
業
種
交
流
委
員
会
で
は
、
今
後
も
形
式
に
と
ら
わ
れ

ず
、
人
と
人
と
が
自
然
に
つ
な
が
る
機
会
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
継
続
的
な
交
流
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

�

（
青
年
部
会
異
業
種
交
流
委
員
長
　
宮
川
誠
士
）

青
年
部
会 

8
月
例
会

　

9
月
11
日
、
ル
イ
ー
ド 

タ
バ
ー
ン
で
開

催
さ
れ
た
青
年
部
会
9
月
例
会
は
、
学
び

と
楽
し
み
に
満
ち
た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
株
式
会
社
三
十
八
花
堂
の
代

表
取
締
役　

保
田
厚
子
氏
。

　

演
題「
強
い
企
業
を
つ
く
る
健
康
経
営
、

セ
ル
フ
ケ
ア
が
マ
ジ
大
事
」
の
通
り
、
自

身
の
胃
腸
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
か
ら
講
演
は
始

ま
り
ま
し
た
。

　

朝
が
弱
い
、
抑
う
つ
感
な
ど
日
々
の
不

調
が
、
実
は
本
人
も
気
づ
か
な
い
現
代
型

栄
養
失
調
な
ど
に
起
因
す
る
と
い
う
お
話

に
腑
に
落
ち
た
会
員

の
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

講
演
後
の
懇
親
会

で
は
、
健
康
グ
ッ
ズ

を
掛
け
た
ダ
ー
ツ
大

会
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
心
身
の
健
康

に
つ
い
て
深
く
考

え
、
交
流
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
青
年
部
会
組
織
委
員

�

先
小
山
早
苗
）

青
年
部
会 

9
月
例
会

青
年
の
集
い
　
山
梨
大
会

　

11
月
20
日
・
21
日
の
2
日
間
、
山
梨
県
甲
府
市
に
て

「
第
39
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
当
青
年
部
会
か
ら
は
小
嶋
部
会
長
を
は
じ
め

総
勢
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
租
税
教
育
の
実
践
事
例
が
発
表
さ
れ
、
各

単
会
が
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
工
夫
を
重
ね
て
い
る
点

に
多
く
の
学
び
が
あ
り
、子
ど
も
た
ち
に
「
税
の
役
割
」

を
伝
え
る
た
め
の
具
体
的
な
視
点
や
手
法
は
今
後
の
活

動
に
大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

挑
戦
を
続
け
る
姿
勢
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
実

体
験
を
交
え
た
講
話
が
行
わ
れ
、
青
年
経
営
者
と
し
て
の

在
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
2
日

目
の
大
懇
親
会
で
は
、
山
梨
県
出
身
で
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
の

ボ
ー
カ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
巻
亮
太
氏
が
ゲ
ス
ト
出
演

し
、
会
場
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
に
。
さ
ら
に
同
日
夜

に
は
「
広
島
法
人
会
合
同
懇
親
会
」
を
開
催
し
、
県
内

の
青
年
部
会
員
約
50
名
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深

め
、
県
連
と
し
て
の
結
束
を
強
め
る
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
次
回
は
島
根
大
会

が
開
催
予
定
で
す
。
今
回
の
よ
う

な
大
規
模
な
懇
親
会
な
ど
、
実
り

あ
る
大
会
と
な
る
よ
う
企
画
し
て

ま
い
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
青
年
部
会
異
業
種
交
流
委
員
長

�

宮
川
誠
士
）

保
田
厚
子
氏
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青
年
部
会

　

12
月
7
日
、
青
年
部
会
12

月
例
会
を
家
族
会
形
式
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
家

族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
々
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
演
出
が
話
題
の
カ
フ
ェ

「aruhi_m
orinonaka

」
に

て
、“
森
の
中
に
ピ
ク
ニ
ッ

ク
に
来
た
”
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

例
会
の
中
で
は
、
青
年
部

で
の
活
動
を
通
し
た
学
び
や

成
長
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り

な
ど
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
租
税
教
室
の

映
像
を
上
映
し
、
一
部
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
な
ど
身

近
な
方
へ
会
の
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
内

容
と
し
ま
し
た
。

　

歓
談
の
時
間
に
は
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
登
場
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
手
に
し
た
笑
顔
が
会
場
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

年
末
の
多
忙
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
交
流
が
深
ま
る
あ
た
た
か
い
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会
厚
生
委
員
　
藤
井
由
季
）

12
月
例
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
交
流
会

　

今
年
の
青
年
部
会
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
交
流
会
が
東
広
島

カ
ン
ト
リ
ー
南
コ
ー
ス
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
気
持
ち
よ
く
プ
レ

イ
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
々
と
先
輩
方
の
人
数
も
減
り
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
参
加
人
数
は
26
名
で
し
た
。
新
規
会
員
の
方
も

参
加
い
た
だ
き
、
こ
の
コ
ン
ペ
が
き
っ
か
け
で
法
人
会
青
年

部
会
に
入
会
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ン
ペ
の
優
勝
者
は
先
輩
の
岡
さ
ん
で
ス
コ
ア
は

48・44
の
92
で
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
な
の
で
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
上
限
な
し
で

上
手
に
は
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

偶
然
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
毎
年

の
優
勝
者
は
広
報
委
員
や
過
去
広

報
委
員
だ
っ
た
方
の
よ
う
で
す
。

　

岡
さ
ん
は
過
去
広
報
委
員
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
方
で
す
。

　

来
年
も
参
加
人
数
や
O
�G�

O
B
の
方
の
参
加
と
い
う
課
題

は
あ
り
ま
す
が
楽
し
く
回
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
青
年
部
会
広
報
委
員
長

�

　
森
脇
一
隆
）

　

10
月
9
日
、エ
デ
ィ

オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン

グ
広
島
に
て
青
年
経

営
者
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
株
式
会

社
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
相
談
役
の
仙
田

信
吾
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
A
I
が
進
む
現

代
に
お
い
て
最
も
大

切
な
の
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
」と
の
テ
ー

マ
で
ご
講
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

仙
田
様
か
ら
は
、

代
表
取
締
役
と
し
て

地
域
密
着
型
ク
ラ
ブ

を
経
営
す
る
難
し
さ

や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

苦
労
、
そ
し
て
戦
後
な
ぜ
広
島
が
発
展
を
遂
げ

た
の
か
と
い
っ
た
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、
地
域
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り

ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会
研
修
副
委
員
長
　
松
原
侑
希
）

青
年
経
営
者
勉
強
会

仙
田
信
吾
氏
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女
性
部
会

　

1
月
26
日
、
広

島
東
税
務
署
に
お

い
て
「
女
性
部
会

税
務
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
研
修
会
で
は
、

広
島
東
税
務
署
の

松
田
法
人
課
税
第

一
部
門
統
括
官
か

ら
「
税
務
職
員
に

つ
い
て
」
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

国
税
の
組
織
や
ご

自
身
の
こ
れ
ま
で

の
職
場
経
験
に
つ

い
て
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
語
り
口

で
「
未
来
を
支
え
る
税
務
職
員
」
の
採

用
募
集
ま
で
話
が
及
び
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
増
原
署
長
を
は
じ

め
、
署
の
幹
部
を
交
え
て
の
座
談
会
を

行
い
ま
し
た
。
女
性
部
会
の
主
要
事
業

で
あ
る
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

関
し
て
、
初
と
な
る
租
税
作
品
合
同
表

彰
式
の
様
子
な
ど
を
含
め
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
の
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
会
の
行
う
税
知
識
の
普
及
や
啓

発
活
動
を
通
じ
て
、
納
税
意
識
の
高
揚

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
　
税
務
研
修
会

女
性
部
会
　
税
務
研
修
会

女
性
部
会

女
性
部
会  

第
三
回
定
例
会

第
三
回
定
例
会

　

12
月
11
日
、

二
葉
に
て
出

席
者
18
名
で

開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
会
で
は

㈱
小
畑
百
花

園　

小
畑
由

紀
美
氏
、
た

む
ろ
木
材
カ

ン
パ
ニ
ー
㈱

田
室
名
保
美

氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ア
ー
ト　

木
と
花
」

を
テ
ー
マ
に
、
木
材
や
花
材
を

用
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
素

材
の
扱
い
方
や
構
成
の
工
夫
に

つ
い
て
丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
個
性

あ
る
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
制
作
を
通
し

て
、
自
然
素
材
の
魅
力
や
表
現

の
広
が
り
を
学
ぶ
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
終
了
後
は

懇
親
会
を
行
い
、
交
流
と
意
見

交
換
を
深
め
、
親
睦
を
一
層
強

め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
女
性
部
会
組
織
委
員
長
　

�

山
本
純
代
）

女
性
部
会

女
性
部
会  

第
二
回
定
例
会

第
二
回
定
例
会

　

10
月
2
日
、

女
性
部
会
第

2
回
定
例
会

が
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
2
0
2
4

年
度
に
女
性

部
会
担
当
副

会
長
に
就
任

さ
れ
た
㈱
今

西
製
作
所
代

表
取
締
役
今

西
寛
文
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
我
社
の
モ

ノ
づ
く
り
経
営
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

1
0
0
年
企
業
と
し
て
の
歩
み

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
か
し
た

モ
ノ
づ
く
り
の
革
新
、
人
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
改
革
と
挑
戦
を
熱
く
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
西
副
会
長
の

誠
実
で
温
か
い
お
人
柄
に
触
れ
、

質
の
高
い
会
社
づ
く
り
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
有
意
義
な
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
女
性
部
会
副
部
会
長
　
松
本
周
子
）

　

11
月
27
日
、
A
N
A
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広

島
に
お
い
て
女
性
部
会
主

催
の
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
華
道
家
・
写

真
家
の
池
坊
専
宗
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
花
と

世
界
を
、
ま
な
ざ
し
が
つ

な
ぐ
。」
と
題
し
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
く
気
品
あ
ふ
れ

る
お
人
柄
か
ら
、
世
界
中

で
池
坊
の
花
が
愛
さ
れ
て

い
る
理
由
が
自
然
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
家
と
し
て
歩
ま
れ

た
背
景
や
、
花
だ
け
で
な

く
葉
や
幹
、
蕾
に
こ
そ
命

の
気
配
を
感
じ
る「
葉
道
」

の
お
話
は
、
儚
く
も
け
な

げ
に
生
き
る
花
に
静
か
に

寄
り
添
う
美
し
さ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

実
演
で
も
終
始
穏
や
か

な
佇
ま
い
が
印
象
的
で
、
花
と
向
き
合
う
心
の

あ
り
方
を
深
く
感
じ
る
、
心
に
残
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
女
性
部
会
広
報
委
員
長
　
田
室
名
保
美
）

女
性
部
会
　
講
演
会

女
性
部
会
　
講
演
会

池
坊
専
宗
氏

松
田
善
樹
氏

今
西
寛
文
氏



　　10� 第180号　　令和８年３月　　

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

2025年度 絵はがきコンクール 入賞者一覧
区　分 小学校名 氏　名

広島東税務署長賞 早稲田 北代さくら
広島東法人会 会長賞 矢賀 中川ほのか

広島東法人会 女性部会長賞 牛田 川畑　美遥
広島東法人会 青年部会長賞 尾長 梶岡　りる
広島市租税教育推進協議会会長賞 戸坂 佐伯　　駿

優秀賞 白島 中森　幾一
〃 白島 鑓分　　葵
〃 早稲田 梅元　彩羅
〃 中山 内田　望結
〃 矢賀 村田　藍子
入選 白島 坂田　　結
〃 幟町 桒田　真依
〃 袋町 山本　紗綾
〃 竹屋 下畑　春陽
〃 千田 廣本　　綸
〃 戸坂 山岡花那子
〃 牛田 谷口　暖佳
〃 牛田 西川　颯真
〃 東浄 三瓶　泰雅
〃 牛田新町 岡崎　恵実
〃 尾長 金井　知佳
〃 安田 中原　史稀
〃 基町 朱　　冉冉
〃 矢賀 伊藤　杏菜
〃 大州 笠井　陽仁

　

19
校
の
小
学
校
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
17
校
の
6
年
生
児
童
（
1
，1
3
2
名
）

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
美
術
講
師
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
10
点
、
入
選
15
点
を
選
定
し
、
さ
ら
に
優

秀
賞
の
中
か
ら
、
広
島
東
税
務
署
長
賞
、
広
島
東

法
人
会
会
長
賞
、
女
性
部
会
長
賞
、
青
年
部
会
長

賞
及
び
広
島
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
を

選
考
し
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
、
他
の
租
税
作
品
（
中
学
生
の
税
に

つ
い
て
の
作
文
・
書
写
、
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文
及
び
税
の
標
語
）
と
の
初
と
な
る
合
同
表
彰

式
が
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は
、
11
月
11
日
か

ら
11
月
24
日
ま
で
の
間
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
国
税
庁

後
援
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
の
日
本
を
背
負
っ

て
い
く
子
供
た
ち
に
税
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
事
業
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■■  
入
賞
作
品
を
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
に
展
示

入
賞
作
品
を
フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
に
展
示
■■

応
募
総
数
1
1
3
2
名

◀︎
入
賞
作
品
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作

　

第
19
回
「
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
北

海
道
大
会
」
が
9
月
18
日
「
自
然
と
女
性
の
活

力
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
北
海
道
」
を
大
会
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
1
，6
0
0
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
例

年
4
月
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は

趣
を
変
え
て
開
催
時
期
を
半
年
ほ
ど
遅
ら
せ
、

さ
わ
や
か
な
気
候
の
元
で
雄
大
な
自
然
を
楽

し
み
多
様
な
食
と
四
季
の
中
で
最
も
色
鮮
や

か
な
景
色
を
堪
能
で
き
る
9
月
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
講
師
の
伊
藤
亜

由
美
氏
が
「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

〜
北
海
道
に
お
け
る
人
づ
く
り
・
モ
ノ
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
〜
」
と
題
し
て
ご
自
身
が
展

開
さ
れ
た
北
海
道
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
式
典
で

は
北
海
道
法
人
会
女

性
部
会
の
方
々
の
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動

事
例
が
各
単
位
会
の

P
R
映
像
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
大
会
は

埼
玉
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
北
海

道
大
会
同
様
に
盛
会

に
な
る
こ
と
を
祈
念

致
し
ま
す
。

�

（
女
性
部
会
長
　

�

中
島
典
子
）

  

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム  


